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図-6.12.12（2） サンゴ類生息状況（定点調査：5m×5m）（C12:令和 3年度） 

秋季 

冬季 
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図-6.12.13（1） サンゴ類生息状況（定点調査：5m×5m）（C13:令和 3年度） 

春季 

夏季 
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図-6.12.13（2） サンゴ類生息状況（定点調査：5m×5m）（C13:令和 3年度） 

秋季 

冬季 
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図-6.12.14（1） サンゴ類生息状況（定点調査：5m×5m）（C14:令和 3年度） 

春季 

夏季 
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図-6.12.14（2） サンゴ類生息状況（定点調査：5m×5m）（C14:令和 3年度） 
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表-6.12.17（1） サンゴ類・海藻草類定点調査結果概要（春季） 

生存被度

死亡被度

出現種類数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 10% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 20%

成育型

サンゴ加入度

卓状ミドリイシの最大径(cm)

オニヒトデの観察個体数

サンゴ食巻貝類による食
害の状況

その他食害の状況

病気の状況

白化段階

被度

出現種類数

藻場被度

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ 10% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 15%

ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5%

ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ﾏｸｻ <5%

食害の状況

付着藻類被度

被度

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

注）1.水深は、標高表示。

　　2.底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥

　　3.浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　4.被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　5.主な出現種は被度の上位3種を示す。

　　6.成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混成)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)

　　7.ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　8.ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない) 、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

　　9.白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

調査地点 C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7

調査日 令和3年5月25日 令和3年5月28日 令和3年5月25日 令和3年5月25日 令和3年5月22日 令和3年5月22日 令和3年5月23日

水深 8.6m 7.0m 3.9m 3.8m 7.9m 4.8m 10.1m

底質概観 岩盤、巨礫 巨礫、砂 巨礫 岩盤 岩盤 岩盤 巨礫

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

サ
ン
ゴ
類

<5% <5% <5% 15% <5% 25% <5%

0% <5% <5% <5% 0% <5% 0%

13 12 10 17 16 20 6

主な出現種
（被度5%以上）

- - - -

Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅱ Ⅴ Ⅱ Ⅴ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ

63,48,44,33 - - 289 - 328 -

なし なし なし なし なし なし なし

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

なし なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし なし

0 0 0

なし なし なし なし

0 0 0 0

<5% 15%
海
藻
草
類

65% 45% 70% 55% 20% 45% 35%

5464 55 52 57 62 51

<5% 10% <5% <5% <5%

主な藻場構成種

なし なし なし

10% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

<5% <5% <5% 0% <5% <5% <5%

備考
枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

特になし 特になし 特になし
枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

主な出現種

特になし 特になし

-

-
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表-6.12.17（2） サンゴ類・海藻草類定点調査結果概要（春季） 

生存被度

死亡被度

出現種類数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 25% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状) 10% ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（被覆状）  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 10%

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)  5%

成育型

サンゴ加入度

卓状ミドリイシの最大径(cm)

オニヒトデの観察個体数

サンゴ食巻貝類による食
害の状況

その他食害の状況

病気の状況

白化段階

被度

出現種類数

藻場被度

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ 10% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5%

ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5%

ｵﾊﾞｸｻ属 <5%

食害の状況

付着藻類被度

被度

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾈﾀｹ属 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

ｶﾀﾄｻｶ属 <5%

注）1.水深は、標高表示。

　　2.底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥

　　3.浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　4.被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　5.主な出現種は被度の上位3種を示す。

　　6.成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混成)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)

　　7.ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　8.ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない) 、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

　　9.白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

調査地点 C8 C9 C10 C11 C12 C13 C14

調査日 令和3年5月28日 令和3年5月26日 令和3年5月26日 令和3年5月26日 令和3年5月23日 令和3年5月23日 令和3年5月24日

水深 4.3m 3.6m 3.9m 5.3m 10.8m 9.3m 7.7m

底質概観 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤

浮泥堆積状況 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

30% 20%

0% <5% <5%

17

15% 20%

0% <5%<5% <5%

14 10 19 25 19

主な出現種
（被度5%以上）

-

21

Ⅴ Ⅱ Ⅴ Ⅱ Ⅴ Ⅴ Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

- 238,50,40,34,25 - 256,240,105,100,80

サ
ン
ゴ
類

<5% 10% <5%

なし

100,15 108,100,70,68,60 150,110,90,80,80

なし なし なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

なし なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし なし

0 0 0 0 0 0 0

58 55 42 65 67 41

海
藻
草
類

60% 55% 50% 60%

<5% <5%

59

40% 55% 45%

主な藻場構成種

<5% <5% <5% 10% <5%

なし なし なし なし なし なし なし

<5% 10% 20% 0% <5% <5% <5%

<5% <5%ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

<5% <5% 0% 0%

主な出現種

-

備考 特になし 特になし ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属に浮泥が堆積。 特になし
枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

特になし

0%

-

-

-
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表-6.12.18（1） サンゴ類・海藻草類定点調査結果概要（夏季） 

生存被度

死亡被度

出現種類数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 10% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 20%

成育型

サンゴ加入度

卓状ミドリイシの最大径(cm)

オニヒトデの観察個体数

サンゴ食巻貝類による食
害の状況

その他食害の状況

病気の状況

白化段階

被度

出現種類数

藻場被度

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ﾏｸｻ <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5%

ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ﾏｸｻ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5%

ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ﾋｲﾗｷﾞﾓｸ <5%

食害の状況

付着藻類被度

被度

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ科 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

注）1.水深は、標高表示。

　　2.底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥

　　3.浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　4.被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　5.主な出現種は被度の上位3種を示す。

　　6.成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混成)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)

　　7.ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　8.ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない) 、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

　　9.白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

- -

-

特になし

Ⅴ

なし

なし

8

<5%

25%

Ⅰ(なし)

Ⅰ

35

C2 C7

令和3年8月24日 令和3年8月24日

10.1m

巨礫

令和3年8月30日

C3

令和3年8月24日

63,48,44,33

なし

調査地点

<5%

備考

C1

0

主な出現種

浮泥堆積状況

調査日

水深

底質概観

サ
ン
ゴ
類

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

-
主な出現種
（被度5%以上）

<5%

Ⅰ Ⅰ

0%

特になし

Ⅰ(なし)

なし

7.0m

巨礫、砂

13

Ⅴ

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

50%

0% 0% <5%

Ⅰ(なし)

なし

54 60

<5%

なし

49

35%

-

なし

0

55%

なし

00

55%

なし

<5% <5% <5%

<5%

0%

<5%

<5%

<5%

-

- -

なし

8.6m

岩盤、巨礫

Ⅰ

なし

13

Ⅴ

ⅠⅠ

なし

20% 20% <5%

海
藻
草
類

主な藻場構成種

なし

20%

なし なし

3.9m

巨礫

Ⅰ

<5%

10

Ⅴ

-

なし

なし

0

Ⅰ(なし)

Ⅰ

-

なし

<5%

特になし

C4

令和3年9月3日

3.8m

岩盤

Ⅰ

15%

<5%

19

<5%

特になし

C5

令和3年9月2日

7.9m

岩盤

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

291

Ⅴ

Ⅰ

-

60

<5%

なし

なし

Ⅰ

なし

25%

なし

<5%

<5%

0

35%

58

<5%

0%

16

なし

なし

<5%

Ⅰ(なし)

なし

なし

C6

令和3年9月3日

4.8m

岩盤

Ⅰ

特になし

0

45%

58

<5%

20

Ⅱ

Ⅰ

328

なし

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

<5%

なし

<5%

Ⅰ
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表-6.12.18（2） サンゴ類・海藻草類定点調査結果概要（夏季） 

生存被度

死亡被度

出現種類数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 25% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状) 10% ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（被覆状）  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 10%

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)  5%

成育型

サンゴ加入度

卓状ミドリイシの最大径(cm)

オニヒトデの観察個体数

サンゴ食巻貝類による食
害の状況

その他食害の状況

病気の状況

白化段階

被度

出現種類数

藻場被度

ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5%

ﾏｸｻ <5% ﾏｸｻ <5% ﾏｸｻ <5% ﾏｸｻ <5%

食害の状況

付着藻類被度

被度

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾈﾀｹ属 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5%

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

ｶﾀﾄｻｶ属 <5%

注）1.水深は、標高表示。

　　2.底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥

　　3.浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　4.被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　5.主な出現種は被度の上位3種を示す。

　　6.成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混成)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)

　　7.ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　8.ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない) 、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

　　9.白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

-

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

特になし

なし なし なし

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類 主な出現種

備考 特になし 特になし 特になし 特になし

海
藻
草
類

主な藻場構成種

なし なし なし なし

60 49 50

C14

サ
ン
ゴ
類

主な出現種
（被度5%以上）

Ⅴ Ⅱ Ⅴ Ⅱ Ⅴ Ⅴ Ⅱ

調査地点 C8 C9 C10 C11 C12 C13

-

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

<5%

<5% <5% <5% <5% <5% 0% <5%

<5% 10% 20% 0% <5% <5%

40 56

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

57 50

0

65% 60% 50% 55% 40% 35% 45%

0 0 0 0 0 0

なし

なしなし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし

なし

Ⅰ Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

なし なし なし なし なし なし

Ⅰ

- 238,53,40,34,25 - 257,240,105,100,80 100,15 114,112,76,73,60 153,114,90,85,84

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

<5%

14 18 11 20 28 20 21

<5% <5% 0% <5% <5%

-

Ⅰ

0%

Ⅰ

<5% 10% <5% 30% 20% 15% 20%

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

9.3m 7.7m

底質概観 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤

水深 4.3m 3.6m 3.9m 5.3m 10.8m

令和3年8月31日 令和3年8月31日調査日 令和3年9月2日 令和3年9月1日 令和3年9月1日 令和3年8月30日 令和3年8月31日
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表-6.12.19（1） サンゴ類・海藻草類定点調査結果概要（秋季） 

生存被度

死亡被度

出現種類数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 10% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 20%

成育型

サンゴ加入度

卓状ミドリイシの最大径(cm)

オニヒトデの観察個体数

サンゴ食巻貝類による食
害の状況

その他食害の状況

病気の状況

白化段階

被度

出現種類数

藻場被度

ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5%

ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5%

ﾏｸｻ <5% ﾏｸｻ <5%

食害の状況

付着藻類被度

被度

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

注）1.水深は、標高表示。

　　2.底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥

　　3.浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　4.被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　5.主な出現種は被度の上位3種を示す。

　　6.成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混成)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)

　　7.ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　8.ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない) 、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

　　9.白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

- - -

-

<5%

なし

なし

なし

特になし

0

35%

47

<5%

なし

<5%

20

Ⅱ

Ⅰ

333

なし

Ⅰ(なし)

20%

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。
ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ類に部分死を確認。

C6

令和3年10月27日

4.8m

岩盤

Ⅰ

25%

<5%

なし

15%

59

<5%

16

Ⅴ

Ⅰ

-

なし

<5%

特になし

C5

令和3年10月11日

7.9m

岩盤

Ⅰ

<5%

なし

0

0%

289

なし

Ⅰ

なし

なし

Ⅱ

Ⅰ(なし)

特になし

C4

令和3年10月27日

3.8m

岩盤

Ⅰ

15%

<5%

18

なし

なし

なし

0

66

Ⅰ(なし)

<5%

C3

令和3年10月4日

3.9m

巨礫

Ⅰ

<5%

<5% 20% 10%

海
藻
草
類

主な藻場構成種

なし

<5%

なし なし

45%

- -

なし

8.6m

岩盤、巨礫

Ⅰ

なし

Ⅴ

<5%

0%

<5%

<5%

<5%

-

12

Ⅴ

-

Ⅰ

0

55%

42

<5% <5% <5%

57

<5%

00

0%

なし

ⅠⅠ

-

なし

Ⅰ

20%

-

なし

7.0m

巨礫、砂

12

Ⅴ

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

0

35%

Ⅰ(なし)

なし

50

Ⅰ

0%

15

特になし

Ⅰ(なし)

なし

0% 0% <5%

52

水深

底質概観

サ
ン
ゴ
類

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

-
主な出現種
（被度5%以上）

<5%

Ⅰ

Ⅰ

78,61,54,45,14

なし

<5%

備考

C1調査地点

主な出現種

浮泥堆積状況

調査日

C2 C7

令和3年10月6日 令和3年10月11日

10.1m

巨礫

令和3年10月11日

特になし

Ⅴ

なし

なし

9

<5%

30%

Ⅰ(なし)

なし
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表-6.12.19（2） サンゴ類・海藻草類定点調査結果概要（秋季） 

生存被度

死亡被度

出現種類数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 25% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状) 10% ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（被覆状）  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 10%

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)  5%

成育型

サンゴ加入度

卓状ミドリイシの最大径(cm)

オニヒトデの観察個体数

サンゴ食巻貝類による食
害の状況

その他食害の状況

病気の状況

白化段階

被度

出現種類数

藻場被度

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5%

ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5%

ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ﾏｸｻ <5% ﾏｸｻ <5%

食害の状況

付着藻類被度

被度

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾈﾀｹ属 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

ｶﾀﾄｻｶ属 <5%

注）1.水深は、標高表示。

　　2.底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥

　　3.浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　4.被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　5.主な出現種は被度の上位3種を示す。

　　6.成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混成)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)

　　7.ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　8.ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない) 、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

　　9.白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

-

調査日 令和3年10月26日 令和3年10月20日 令和3年10月20日 令和3年10月4日 令和3年10月21日 令和3年10月21日 令和3年10月21日

岩盤 岩盤 岩盤

水深 4.3m 3.6m 3.9m 5.3m 10.8m

サ
ン
ゴ
類

主な出現種
（被度5%以上）

Ⅴ

9.3m 7.7m

底質概観 岩盤、大礫 岩盤 岩盤 岩盤

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

<5% 10% <5% 30% 20% 15% 20%

0% <5% <5%

-

0%

Ⅰ

<5%

15 18 12 20 28 22 21

<5% <5%

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

- 239,52,40,34,26 - 257,240,105,100,80 100,15 119,117,76,75,60

なし なし なし なし なし

Ⅰ

148,110,93,85,84

なし なし

なし

Ⅰ Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0

なし

なしなし なし なし なし なし なし

0

55% 50% 25% 40% 40% 35% 30%

0 0

52

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

70 48

20%

4957 53

なし なし

C13

-

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

<5%

<5% <5% <5% <5% <5%

C14調査地点 C8 C9 C10 C11 C12

Ⅱ Ⅴ Ⅱ

0 0

なし なし なし なし

なし

Ⅴ Ⅴ Ⅱ

海
藻
草
類

主な藻場構成種

なし なし なし なし

59

なし

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類 主な出現種

0% 0%

<5% 10% 20% 0% <5%

備考 特になし 特になし 特になし 特になし
枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

特になし

-
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表-6.12.20（1） サンゴ類・海藻草類定点調査結果概要（冬季） 

生存被度

死亡被度

出現種類数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 10% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 20%

成育型

サンゴ加入度

卓状ミドリイシの最大径(cm)

オニヒトデの観察個体数

サンゴ食巻貝類による食
害の状況

その他食害の状況

病気の状況

白化段階

被度

出現種類数

藻場被度

ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5%

ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5%

ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ﾋｲﾗｷﾞﾓｸ <5%

ﾏｸｻ <5%

食害の状況

付着藻類被度

被度

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ科 <5% ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ科 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5% ｶﾀﾄｻｶ属 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

注）1.水深は、標高表示。

　　2.底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥

　　3.浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　4.被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　5.主な出現種は被度の上位3種を示す。

　　6.成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混成)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)

　　7.ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　8.ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない) 、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

　　9.白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

特になし

Ⅴ

なし

なし

9

<5%

20%

Ⅰ(なし)

なし

C2 C7

令和3年12月3日 令和3年12月3日

10.1m

巨礫

令和3年12月2日

Ⅱ

78,61,54,45,14

なし

<5%

備考

C1調査地点

主な出現種

浮泥堆積状況

調査日

水深

底質概観

サ
ン
ゴ
類

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

-
主な出現種
（被度5%以上）

<5%

Ⅰ Ⅰ

0%

14

ｷｸﾒｲｼ属、ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属の部分
死を数群体確認。

Ⅰ(なし)

なし

<5% 0% <5%

52

7.0m

巨礫、砂

13

Ⅴ

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

0

40%

Ⅰ(なし)

なし

52

<5%

なし

ⅠⅠ

-

なし

Ⅱ

15%

-

なし

0

60%

36

<5% <5% <5%

54

<5%

0

20%

<5%

<5%

<5%

<5%

<5%

-

12

Ⅴ

-

Ⅰ

- -

なし

8.6m

岩盤、巨礫

Ⅰ

なし

Ⅴ

<5% 20% 10%

海
藻
草
類

なし

<5%

なし なし

55%

C3

令和3年12月3日

3.9m

巨礫

Ⅰ

<5%

なし

なし

0

57

Ⅰ(なし)

<5%

0

特になし

C4

令和3年12月7日

3.8m

岩盤

Ⅰ

15%

<5%

19

<5%

289

なし

Ⅰ

なし

なし

Ⅱ

Ⅰ(なし)

なし

<5%

特になし

C5

令和3年12月2日

7.9m

岩盤

Ⅰ

<5%

<5%

なし

なし

55

<5%

16

Ⅴ

Ⅰ

-

なし

C6

令和3年12月7日

4.8m

岩盤

Ⅰ

25%

20

Ⅱ

Ⅰ

333

なし

Ⅰ

20%

0

特になし

0

40%

50

<5%

なし

<5%

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

主な藻場構成種

-

-

<5%

なし

なし

なし
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表-6.12.20（2） サンゴ類・海藻草類定点調査結果概要（冬季） 

生存被度

死亡被度

出現種類数

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 25% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状) 10% ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属（被覆状）  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) 10%

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)  5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)  5%

成育型

サンゴ加入度

卓状ミドリイシの最大径(cm)

オニヒトデの観察個体数

サンゴ食巻貝類による食
害の状況

その他食害の状況

病気の状況

白化段階

被度

出現種類数

藻場被度

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5%

ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｷﾚﾊﾞﾓｸ <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5%

ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ｵﾊﾞｸｻ属 <5% ﾏｸｻ <5%

ﾏｸｻ <5%

食害の状況

付着藻類被度

被度

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5% ｳﾈﾀｹ属 <5% ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 <5%

ｶﾀﾄｻｶ属 <5%

注）1.水深は、標高表示。

　　2.底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥

　　3.浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　4.被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　5.主な出現種は被度の上位3種を示す。

　　6.成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混成)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)

　　7.ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)

　　8.ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない) 、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

　　9.白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

特になし

-

備考 特になし 特になし 特になし
枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類 主な出現種

0% 0%

<5% 10% 20% 0% <5%

Ⅴ Ⅴ Ⅱ

海
藻
草
類

なし なし なし なし

52

なし

Ⅱ Ⅴ Ⅱ

0 0

なし なし なし なし

なし

調査地点 C8 C9 C10 C11 C12 C13

-

枠外周辺にﾃｰﾌﾞﾙ状大型ｻﾝｺﾞ
あり。

<5%

<5% <5% <5% <5% <5%

C14

20%

4748 61

なし なし

51

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

44 49

0

55% 30% 35% 50% 45% 60% 40%

0 0 0 0

なし

なしなし なし なし なし なし なし

なし なし

なし

Ⅰ(なし) Ⅰ Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

なし なし なし なし なし

Ⅱ

138,114,93,85,84- 239,54,41,34,27 - 257,240,105,100,80 100,16 119,117,80,76,60

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

<5%

15 18 13 21 28 22 20

<5% <5% 0% <5% <5%

-

0%

Ⅰ Ⅰ

<5% 10% <5% 30% 20% 15% 20%

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

サ
ン
ゴ
類

主な出現種
（被度5%以上）

Ⅴ

9.3m 7.7m

底質概観 岩盤、大礫 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤

水深 4.3m 3.6m 3.9m 5.3m 10.8m

令和3年12月5日 令和3年12月5日調査日 令和3年12月11日 令和3年12月11日 令和3年12月11日 令和3年12月5日 令和3年12月5日

主な藻場構成種

-
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表-6.12.21（1） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：春季） 

被度

<5% <5% <5% 10% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

5% 20% 25% 10% 20% 15% 15%

5% 20% 5% 10% 15% <5% 15%

<5% <5% <5% 5% <5% <5% <5%

被度

<5% <5% <5%

被度

<5% <5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

- - - -

St.5 St.6

特になし 特になし特記事項 特になし 特になし 特になし
周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0

0% <5%

ｶﾀﾄｻｶ属-

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0% 0% 0%

0% <5%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属藻
場

0% <5% <5% 0%

海
藻
草
類

15% 50% 40% 40% 20%

50, 40, 34 40 22，18 100，80，40，40，20 － 21

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

0 0 0 0

Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅱ Ⅴ Ⅴ

<5%

サ
ン
ゴ
類

<5% <5% <5% 10% <5%

Ⅰ Ⅰ Ⅰ浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

砂、巨礫 岩盤、小礫底質概観 大礫、岩盤 巨礫、岩盤 岩盤、砂礫 岩盤、巨礫

調査日 令和3年5月9日 令和3年5月9日 令和3年5月9日 令和3年5月14日 令和3年5月9日 令和3年5月9日

St.7調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4

主な出現種

主な出現種

主な出現種

主な出現種

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

Ⅴ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属

ﾅｶﾞﾚｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

-

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ﾂｶｻｱﾐ

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾂｶｻｱﾐ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ｿｿﾞ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

0%

-

令和3年5月9日

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

巨礫、転石

Ⅰ

<5%

0

Ⅰ

27

50%

ﾂｶｻｱﾐ

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

0%

<5%

-

0

Ⅰ(なし)

特になし

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾉｳｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾂｶｻｱﾐ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

0

-

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

0

Ⅰ

45%

ｶﾀﾄｻｶ属
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表-6.12.21（2） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：春季） 

被度

<5% <5% <5% <5% <5% ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% <5%

<5% <5% <5% <5% ｱﾅｻﾝｺﾞ属 <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

5% 35% 10% 15% 15% 10% 15%

<5% 5% <5% <5% 10% 10% 10%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% 5%

被度

<5% <5% 5% <5% <5% <5% <5%

被度

<5% <5% <5% <5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

- -

ｱｵｳﾐｶﾞﾒを1個体確認。 特になし
周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。

局所的にﾎﾝﾀﾞﾜﾗ類が繫茂する
巨礫あり。

特記事項 特になし 特になし

岩盤上は局所的にﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属繁
茂。
気泡を持ったﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属を確
認。

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害
Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0 0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0

0% <5% 0% <5% 0%ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

<5% <5%

<5% <5% <5% <5%

ｵﾊﾞｸｻ属藻
場

<5% <5% 5%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

海
藻
草
類

15% 50% 30% 30%

ﾂｶｻｱﾐ ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 ﾂｶｻｱﾐ ｲﾜﾉｶﾜ科

－ 27 110 73，56，41，29 120，50，30，22，11 －

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ

0 0 0 0 0

Ⅴ Ⅴ

<5% 5% <5%

Ⅴ Ⅱ Ⅴ

サ
ン
ゴ
類

<5% <5% <5% <5%

Ⅴ Ⅴ

0 0

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ

岩盤、小礫 岩盤、砂礫 岩盤 岩盤、砂底質概観 砂、巨礫 巨礫、砂 巨礫、砂

令和3年5月14日 令和3年5月14日調査日 令和3年5月9日 令和3年5月9日 令和3年5月13日 令和3年5月9日 令和3年5月13日

St.11 St.12 St.13 St.14調査地点 St.8 St.9 St.10

主な出現種

主な出現種

主な出現種

主な出現種

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属

ｷｸﾒｲｼ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ

Ⅰ

－

ｶﾀﾄｻｶ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾂｶｻｱﾐ

ｳﾈﾀｹ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱｵｻ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ｳﾈﾀｹ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

40%

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾂｶｻｱﾐ

30%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ科

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状)

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

50%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

-
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表-6.12.21（3） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：春季） 

被度

<5% 15% 35% 5% 20% <5% 5%

<5% <5% <5% <5% 10% <5% 5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

<5% 10% 10% 20% 20% 5% 15%

<5% 10% 5% 15% 10% 5% 15%

<5% <5% 5% 10% <5% 5% <5%

被度

<5% <5% <5%

被度

<5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属

- - -

---

特になし ｺﾌﾞｼﾒ5個体の産卵行動確認。 特になし 特になし特記事項 特になし 特になし 特になし

Ⅰ(なし) Ⅰ Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害
Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0 0 0 0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0

<5% 0% 0%

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾂｶｻｱﾐ

0%ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

0% <5% <5% 0% 0% 0%

藻
場

<5%

主な出現種

30% 40%

ｲﾜﾉｶﾜ科

ﾊｲｵｵｷﾞ属

藍藻綱

微小紅藻類

海
藻
草
類

10% 30% 35% 60% 40%

主な出現種

ｲｷﾞｽ科

ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

90 110，28，20，12，11 70，58，35，33，30 －

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

00

Ⅴ Ⅲ Ⅱ Ⅴ

40% 10% 40% 5% 20%

0 0 0 0

サ
ン
ゴ
類

<5% 20%

Ⅴ

ⅠⅠ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ浮泥堆積状況

岩盤 岩盤 岩盤底質概観 砂、大礫 岩盤 岩盤 岩盤、砂礫

令和3年5月13日 令和3年5月13日 令和3年5月10日 令和3年5月13日調査日 令和3年5月14日 令和3年5月14日 令和3年5月13日

St.16 St.17 St.18 St.19 St.20 St.21調査地点 St.15

主な出現種

主な出現種

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状)

ｷｸﾒｲｼ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾂｶｻｱﾐ

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

Ⅰ

－

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ類

0%

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

Ⅱ

0

Ⅱ

140，61

0%

-

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｿｿﾞ属

Ⅱ

Ⅱ

180，150，100，80，80

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

0%

- ｶﾀﾄｻｶ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(枝状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾊｲｵｵｷﾞ属
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表-6.12.21（4） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：春季） 

被度

10% 5% <5% 40% <5% 40% 30%

10% 5% <5% <5% <5% <5% 10%

5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

20% 10% 15% 20% 15% 15% 5%

10% 5% 10% 10% 10% <5% 5%

<5% <5% 10% <5% 5% <5% <5%

被度

<5% <5%

被度

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

--

0% 0%

ｳﾐｶﾞﾒを1個体確認。 特になし
食害とおもわれる群体を確
認。

特になし 特になし 特になし特記事項 特になし

Ⅰ(なし)Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害
Ⅰ(なし)

0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0

0%0%ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0% 0% 0%

-

0% 0% 0% <5% 0%

藻
場

<5% 0%

主な出現種

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

20%40% 30% 50% 35%

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

微小紅藻類

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属ｿｿﾞ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

海
藻
草
類

240,200,180,100,100 100，30，28，23 320，200，120，100，80 240,180,180,120,100110，90，70

Ⅱ Ⅱ Ⅲ ⅡⅡ

000 0 0 1

Ⅱ Ⅴ ⅡⅤ ⅤⅡ

45%

Ⅴ

30% 15% 10% 45% 10% 45%

サ
ン
ゴ
類

Ⅰ Ⅰ Ⅰ浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤底質概観 岩盤 岩盤

調査日 令和3年5月13日 令和3年5月10日 令和3年5月10日 令和3年5月10日 令和3年5月10日 令和3年5月15日 令和3年5月10日

St.27 St.28調査地点 St.22 St.23 St.24 St.25 St.26

主な出現種

主な出現種

主な出現種

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ｲﾜﾉｶﾜ科

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ﾉｳｻﾝｺﾞ属

ﾂｶｻｱﾐ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

藍藻綱

-

Ⅰ

110

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

Ⅰ

－

--

--

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

微小紅藻類

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

1

-

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｵﾊﾞｸｻ属

30%

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

50%

-

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｶｷﾞｹﾉﾘ
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表-6.12.21（5） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：春季） 

被度

5% <5% 40% <5% 10%

<5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

15% 10% 10% 20% 15%

5% 10% 5% 15% 5%

<5% 5% <5% 10% <5%

被度

<5%

被度

<5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

- -

----

0% 0%

- -

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類 主な出現種

特になし 特になし 特になし 特になし
食害の可能性のある最近死亡
した2群体を確認。

特記事項

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0

0%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

<5%

藻
場 主な出現種

0% 0% 0% 0%

60%

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 ﾂｶｻｱﾐ ｲﾜﾉｶﾜ科 ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

主な出現種

海
藻
草
類

30% 35% 20%

500，400，100，90，40 110，41 70，44，43，20，1360，53，47，37 42，23

Ⅱ Ⅱ ⅡⅠ Ⅱ

0 0 0 0

サ
ン
ゴ
類 Ⅱ Ⅱ

20%10% 5% 45% 5%

Ⅱ Ⅴ Ⅱ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

主な出現種

Ⅰ Ⅰ Ⅰ浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ

岩盤、小礫 岩盤、、大礫 岩盤、砂 岩盤、砂 岩盤底質概観

令和3年5月10日 令和3年5月10日 令和3年5月10日 令和3年5月15日調査日 令和3年5月10日

St.32 St.33調査地点 St.29 St.30 St.31

ｷｸﾒｲｼ属

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

0

<5%

ｳﾈﾀｹ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(被覆状)

微小紅藻類

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

藍藻綱

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

微小紅藻類

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｿｿﾞ属

30%

0%
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表-6.12.22（1） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（ROV 方式：春季） 

被度

主な出現種 ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 5～25% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% 特になし ｳﾈｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5%

ｷｸﾒｲｼ属 　<5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｳﾈｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5%

ﾉｳｻﾝｺﾞ属 　<5% ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 <5% ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 <5% ｷｸﾒｲｼ属 <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

主な出現種 ﾌﾀｴｵｵｷﾞ 5～25% 藍藻綱 5～25% 藍藻綱 5～25% 藍藻綱 5～25% 藍藻綱 5～25% 特になし ﾂｶｻｱﾐ 5～25%

ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ 5～25% ｱｵｻ属 5～25% ｱｵｻ属 5～25% ｱｵｻ属 5～25% ｱｵｻ属 5～25% ｱｵｻ属 　<5%

藍藻綱 5～25% 微小紅藻類 5～25% ﾂｶｻｱﾐ 　<5% ﾌﾀｴｵｵｷﾞ 5～25% ﾂｶｻｱﾐ 　<5% 藍藻綱 　<5%

被度

主な出現種

被度

主な出現種

注) 1．水深は、T.M.S.L（東京湾平均海面）表示。
    2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」
    3．底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：0%、5%未満、5%以上25%未満、25%以上50%未満、50%以上75%未満、75%以上100%で表示。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

サ
ン
ゴ
類

-

Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ

-- -

調査地点 R1 R2 R3

浮泥堆積状況 Ⅰ

調査日 令和3年5月4日 令和3年5月4日 令和3年5月3日

R7

令和3年5月3日 令和3年5月19日

R4 R5

令和3年5月3日

R6

令和3年5月3日

水深 17.5m 28.6m 29.1m 23.1m 29.6m 27.5m 23.1m

底質概観 大礫・砂 砂礫・大礫 砂礫・巨礫 砂礫・巨礫 砂礫・巨礫 砂 砂・大礫

Ⅰ Ⅰ 1

5～25% <5% <5% <5% <5%

Ⅰ Ⅰ

0%

0

Ⅰ

Ⅴ

<5%

Ⅰ

Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ -

0 0 0 0 0 0

10,15,15,20,30(推定値) なし なし 15(推定値) なし なし なし

Ⅰ Ⅰ

海
藻
草
類

50～75% 25～50% 25～50% 25～50% 5～25% 0% 5～25%

藻
場

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

- -

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0% 0% 0% 0% 0% 0%

--

0%

- - - - - -

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0 0 0

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

特記事項
塊状や被覆状のサンゴ群体が
目立つ。海藻類は礫上に生
育。

特になし

着生基盤が少ないためサンゴ
類は少ない。サンゴ類が生息
するのは、点在する巨礫にわ
ずかに着生するのみ。

着生基盤が少ないためサンゴ
類は少ない。サンゴ類が生息
するのは、点在する巨礫にわ
ずかに着生するのみ。

着生基盤が少ないためサンゴ
類は少ない。生息するサンゴ
類は被覆状の群体が多い。

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。

砂地に点在する大礫上にサン
ゴがわずかに生息する。
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表-6.12.22（2） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（ROV 方式：春季） 

被度

主な出現種 特になし 特になし ｷｸﾒｲｼ属 　<5% 特になし

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 　<5%

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 　<5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

主な出現種 特になし 特になし ｱｵｻ属 5～25% 特になし

ﾂｶｻｱﾐ 5～25%

藍藻綱 5～25%

被度

主な出現種

被度

主な出現種

注) 1．水深は、T.M.S.L（東京湾平均海面）表示。
    2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」
    3．底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：0%、5%未満、5%以上25%未満、25%以上50%未満、50%以上75%未満、75%以上100%で表示。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

サ
ン
ゴ
類

-

-

-

- -

調査地点 R8 R9 R10 R11

調査日 令和3年5月3日 令和3年5月3日 令和3年5月3日 令和3年5月3日

水深 26.4m 26.5m 23.7m 26.2m

砂 砂 砂礫・大礫 砂

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

底質概観

0% 0% <5% 0%

Ⅰ Ⅰ

- - Ⅴ -

0 0 0 0

なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ

海
藻
草
類

0% 0% 5～25% 0%

藻
場

0% 0% 0% 0%

-

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0% 0% 0% 0%

--

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

特記事項
砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。アナゴ科の魚類が
砂地から多数顔を出す。

特になし
砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。

Ⅰ
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表-6.12.23（1） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：夏季） 

被度

<5% <5% <5% 10% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

10% 30% 10% 15% 20% 10% 15%

5% 5% 5% 5% 5% 5% <5%

<5% <5% <5% 5% 5% <5% <5%

被度

<5% <5% <5%

被度

<5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 - -

-

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ｶﾀﾄｻｶ属

St.5

12.6m

St.6

特になし 特になし特記事項 特になし 特になし 特になし
周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0 0 0

- - -

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0% 0% 0% 0% <5%

-

0%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属藻
場

<5% 0% 0% 0%

20% 50% 30% 40% 20%

60,55 25 - 180,80,70 － 23

Ⅰ Ⅰ Ⅰ

0 0

ⅤⅤ Ⅴ Ⅴ Ⅱ Ⅴ Ⅴ

<5%

サ
ン
ゴ
類

<5% <5% <5% 10% <5%

Ⅰ Ⅰ Ⅰ浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

砂、巨礫 岩盤、小礫底質概観 大礫、岩盤 巨礫、岩盤 岩盤、砂礫 岩盤、巨礫

水深 13.9m 17.0m 15.9m 2.7m 16.3m 4.6m

調査日 令和3年8月20日 令和3年8月19日 令和3年8月19日 令和3年8月19日 令和3年8月19日 令和3年8月19日

St.7調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4

主な出現種

主な出現種

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

<5% <5%

-

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

0 0

Ⅰ Ⅰ

0

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾂｶｻｱﾐ

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾂｶｻｱﾐ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ｿｿﾞ属

-

令和3年8月19日

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属

ｷｸﾒｲｼ属

ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

巨礫、砂礫

Ⅰ

<5%

0

Ⅰ

-

40%

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾂｶｻｱﾐ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

0%

0%

-

Ⅰ(なし)

周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾂｶｻｱﾐ

0

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

Ⅰ

30%

主な出現種

海
藻
草
類

主な出現種

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

 



 

 

資
 
6
-
1
2
-
1
4
0
 

表-6.12.23（2） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：夏季） 

被度

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

5% 15% 10% 15% 10% 10% 15%

<5% 10% <5% <5% 10% 10% 10%

<5% 5% <5% <5% <5% <5% 5%

被度

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

被度

<5% <5% <5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

- ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ科

<5% <5% <5%

-

0%

ﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞが一部欠落。 特になし
周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。 特になし特記事項 特になし 特になし 特になし

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害
Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0 0 0 0

0%

00ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数

-

ｵﾊﾞｸｻ属ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

<5%

ﾂｶｻｱﾐ ｿｿﾞ属

15% 30%

45,22 130,67,66,55,40 －22

Ⅱ Ⅰ Ⅰ

0 0 0

Ⅰ Ⅰ

0 0

Ⅴ Ⅴ

<5% 5% <5%

Ⅴ Ⅱ Ⅴ

サ
ン
ゴ
類

<5% <5% <5% <5%

Ⅴ Ⅴ

0 0

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ浮泥堆積状況 Ⅱ Ⅰ

岩盤、小礫 岩盤、砂礫 岩盤 岩盤、砂底質概観 砂、巨礫 巨礫、砂 巨礫、砂

6.8m 4.5m水深 16.4m 12.4m 13.6m 4.6m 8.5m

令和3年8月19日 令和3年8月16日調査日 令和3年8月19日 令和3年8月19日 令和3年8月19日 令和3年8月19日 令和3年8月19日

St.11 St.12 St.13 St.14調査地点 St.8 St.9 St.10

主な出現種

主な出現種

藻
場

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｷｸﾒｲｼ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

Ⅰ

－

ﾂｶｻｱﾐ

<5%

0%

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

Ⅰ

－

40%

<5%

ｲﾜﾉｶﾜ科

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｳﾈﾀｹ属

53,38

30%

<5%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

40%

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

30%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

<5% <5%

ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ科

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属(塊状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

50%

-

<5%

0%

主な出現種

海
藻
草
類

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

主な出現種

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

 



 

 

資
 
6
-
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-
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1
 

表-6.12.23（3） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：夏季） 

被度

<5% 15% 35% 5% 15% <5% 5%

<5% <5% <5% <5% 15% <5% 5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% 5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

<5% 10% 10% 10% 20% 10% 20%

<5% 10% 5% <5% 10% 10% 5%

<5% 5% 5% <5% <5% <5% <5%

被度

<5%

被度

<5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

- -

- - -

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

<5% 0% 0%

主な出現種

特になし ｵﾆﾋﾄﾃﾞと思われる食痕あり。
局所的に高被度なﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘ
ｲｼ群集あり。

特になし特記事項 特になし 特になし ｵﾆﾋﾄﾃﾞと思われる食痕あり。

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害
Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0 0 0 0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0

藍藻綱

0%

30%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属

ｲﾎﾞｻﾝｺﾞ属

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

0% <5% 0%

-

0%

-- ｵﾊﾞｸｻ属

0%

主な出現種

藻
場

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾌﾀｴｵｵｷﾞﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ﾂｶｻｱﾐ

40%

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

300,120,110,50 70,45,40,37,30 －－

Ⅱ Ⅱ Ⅰ

0

Ⅴ Ⅲ Ⅱ Ⅴ

0

40% 10% 40% 5% 20%

0 0 0 0

サ
ン
ゴ
類

<5% 20%

Ⅴ

ⅠⅠ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ浮泥堆積状況

岩盤 岩盤 岩盤底質概観 砂、大礫 岩盤 岩盤 岩盤、砂礫

10.3m 4.4m 9.9m 15.9m水深 15.3m 9.0m 1.7m

令和3年8月16日 令和3年8月16日 令和3年8月16日 令和3年8月16日調査日 令和3年8月16日 令和3年8月16日 令和3年8月16日

St.16 St.17 St.18 St.19 St.20 St.21調査地点 St.15

ｷｸﾒｲｼ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾂｶｻｱﾐ

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

Ⅰ

10%

0%

-

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

Ⅱ

Ⅱ

180,150,100,80,80120,60,40,34,23

0%

ｲﾜﾉｶﾜ科

0%

-

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(枝状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾊｲｵｵｷﾞ属

30% 35%

Ⅱ

0

Ⅰ

0%

-

0%

40%

ｶﾀﾄｻｶ属

Ⅱ

95

20%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｿｿﾞ属

主な出現種

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

主な出現種

海
藻
草
類
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-
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2
 

表-6.12.23（4） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：夏季） 

被度

10% 5% <5% 40% <5% 40% 35%

5% 5% <5% <5% <5% <5% 5%

5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

10% 10% 20% 20% 20% 15% 5%

5% <5% 10% 10% 10% <5% 5%

5% <5% <5% <5% 5% <5% <5%

被度

<5% <5% <5%

被度

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｵﾊﾞｸｻ属

-

0%

主な出現種

-

0%

特になし 特になし
食害と思われる群体を確認。
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科の加入群体を複数
確認。

特になし 特になし 特になし特記事項 特になし

Ⅰ(なし)Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害
Ⅰ(なし)

0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0

0%ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0% 0%

藻
場

0% <5%

主な出現種

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

<5%0% 0% 0% <5%

--

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属ｿｿﾞ属

20%40% 30%

240,200,180,100,10080,70,63,54,53 100,30,25,20 213,195,140,122,100

Ⅱ Ⅱ ⅡⅡ

000 0 0 1

Ⅰ

ⅡⅤ ⅤⅡ

45%

Ⅴ

30% 15% 10% 45% 10% 45%

サ
ン
ゴ
類

Ⅰ Ⅰ Ⅰ浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤底質概観 岩盤 岩盤、砂

14.3m 17.4m 3.1m 11.3m 2.7m 3.8m水深 7.2m

調査日 令和3年8月16日 令和3年8月16日 令和3年8月20日 令和3年8月20日 令和3年8月20日 令和3年8月20日 令和3年8月20日

St.27 St.28調査地点 St.22 St.23 St.24 St.25 St.26

ｲﾜﾉｶﾜ科

ﾊｲｵｵｷﾞ属

-

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

藍藻綱

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

Ⅰ

60,34,34,26

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

Ⅰ

73

40%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

--

0%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

微小紅藻類

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

1

Ⅱ

--

0%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｵﾊﾞｸｻ属

310,130,127,120,110

30%

-

35%

微小紅藻類

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

60%

Ⅴ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｿｿﾞ属

-

主な出現種

主な出現種

海
藻
草
類
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6
-
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2
-
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表-6.12.23（5） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：夏季） 

被度

5% <5% 40% <5% 10%

<5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

15% 20% 10% 20% 15%

5% 5% 5% 20% 5%

<5% <5% <5% 10% <5%

被度

被度

<5% <5% <5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

-

ﾉｳﾄｻｶ属 ﾉｳﾄｻｶ属--

0%

主な出現種

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

--

<5%0%<5%

藻
場

特になし 特になし 特になし 東側にﾃｰﾌﾞﾙ状群集有り。 周辺は小礫や砂。特記事項

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0

0% 0%0%

主な出現種

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) ﾂｶｻｱﾐ ｲﾜﾉｶﾜ科 ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

30% 35% 20%

80,80,80,60,30

60%

78,67,42,41,16 112,44,37,35,32

Ⅰ ⅡⅡ

0 0

サ
ン
ゴ
類

Ⅰ

00

20%10% 5% 45% 5%

Ⅱ Ⅴ Ⅱ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

Ⅱ

Ⅰ Ⅰ Ⅱ浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ

岩盤、小礫 岩盤、小礫 岩盤、砂 岩盤、砂 岩盤、小礫底質概観

水深 10.4m 14.3m 6.1m 9.1m 2.3m

令和3年8月20日 令和3年8月20日 令和3年8月20日 令和3年8月20日調査日 令和3年8月20日

St.32 St.33調査地点 St.29 St.30 St.31

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾊｲｵｵｷﾞ属

0%

ｳﾐｱｻﾞﾐ科

主な出現種

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

80,70,45,40,30

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(被覆状)

微小紅藻類

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

0

Ⅱ

250,200,200,90,80

0%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾂｶｻｱﾐ

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

微小紅藻類

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｿｿﾞ属

30%

Ⅱ

<5%

-

主な出現種

海
藻
草
類
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表-6.12.24（1） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（ROV 方式：夏季） 

被度

主な出現種 ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 5～25% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% 特になし ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5%

ｷｸﾒｲｼ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｳﾈｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｷｸﾒｲｼ属 <5%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) <5% ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 <5% ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 <5% ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

主な出現種 ﾌﾀｴｵｵｷﾞ 25～50% ﾂｶｻｱﾐ 5～25% 藍藻綱 5～25% ﾂｶｻｱﾐ 5～25% ﾂｶｻｱﾐ 5～25% ﾂｶｻｱﾐ <5% ﾂｶｻｱﾐ 5～25%

ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ 5～25% 藍藻綱 5～25% ﾂｶｻｱﾐ 5～25% ｱｵｻ属 <5% ｱｵｻ属 <5% ｱｵｻ属 <5% ｱｵｻ属 <5%

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類5～25% ｱｵｻ属 <5% ｱｵｻ属 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5%

被度

主な出現種

被度

主な出現種

注) 1．水深は、T.M.S.L（東京湾平均海面）表示。
    2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」
    3．底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：0%、5%未満、5%以上25%未満、25%以上50%未満、50%以上75%未満、75%以上100%で表示。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

Ⅰ Ⅰ

ⅠⅠ

Ⅴ Ⅴ

-- -

-

-

調査地点 R1 R2 R3

浮泥堆積状況 Ⅰ

調査日 令和3年8月21日 令和3年8月22日 令和3年8月22日 令和3年8月21日

R4 R5

令和3年8月22日 令和3年8月22日

R6 R7

水深 17.5m 28.6m 29.1m 23.1m 29.6m 27.5m 23.1m

底質概観 大礫・砂 砂礫・大礫 砂礫・巨礫 砂礫・巨礫 砂礫・巨礫 砂 砂・大礫

Ⅰ Ⅰ Ⅰ

5～25% <5% <5% <5% <5%

Ⅰ

Ⅰ

0%

0

Ⅰ

Ⅴ

<5%

Ⅰ

Ⅴ Ⅴ Ⅴ -

0 0 0 0 0 0

30,40,70,80,90(推定値) なし なし なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ

海
藻
草
類

50～75% 25～50% 5～25% 5～25% 5～25% <5% 5～25%

藻
場

0 0 0 0 0 0 0

-

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0 0 0 0 0 0

--

0

- - - - - -

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0 0 0

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

砂地に点在する大礫上にサン
ゴがわずかに生息する。

特記事項

塊状や被覆状のサンゴ群体が
目立つ。所々にﾃｰﾌﾞﾙ状ミドリ
イシ属が見られる。海藻類は
礫上に生育。

特になし

サンゴ類が生息するのは、点
在する巨礫にわずかに着生す
るのみ。被覆状群体が優占す
る。

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。流れ藻がほとんど
で着生している海藻は少な
い。

着生基盤が少ないためサンゴ
類は少ない。サンゴ類が生息
するのは、点在する巨礫にわ
ずかに着生するのみ。

着生基盤が少ないためサンゴ
類は少ない。生息するサンゴ
類は被覆状の群体が多い。

サ
ン
ゴ
類

令和3年8月22日
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表-6.12.24（2） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（ROV 方式：夏季） 

被度

主な出現種 特になし 特になし ｷｸﾒｲｼ属 <5% 特になし

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5%

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

主な出現種 ｱｵｻ属 <5% 特になし ｱｵｻ属 5～25% 特になし

ﾂｶｻｱﾐ 5～25%

ｼﾏｵｵｷﾞ <5%

被度

主な出現種

被度

主な出現種

注) 1．水深は、T.M.S.L（東京湾平均海面）表示。
    2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」
    3．底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：0%、5%未満、5%以上25%未満、25%以上50%未満、50%以上75%未満、75%以上100%で表示。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

サ
ン
ゴ
類

Ⅰ

特記事項
砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。海底にみられる海
藻はほとんどが流れ藻で着生
していない。

ニザダイの群れが遊泳。
サンゴの生息はわずかしか見
られず。

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。アオサ属の流れ藻
は見られるが、着生は見られ
ず。

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

-

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0

0

-

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0 0 0 0

-

海
藻
草
類

<5% 0 5～25%

藻
場

0 0 0

0 0 0 0

ⅠⅠ Ⅰ

底質概観

0 0 <5% 0

0

なし なし なし なし

砂 砂 砂礫・大礫 砂

- - Ⅴ -

水深 27.0m 25.0m 24.1m 26.0m

Ⅰ

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

調査日 令和3年8月22日 令和3年8月22日 令和3年8月28日 令和3年8月29日

調査地点 R8 R9 R10 R11

-

- -

-

-
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表-6.12.25（1） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：秋季） 

被度

<5% <5% <5% 10% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

10% 20% 15% 15% 25% 25% 15%

<5%  5% <5% 5% 5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

被度

被度

<5% <5% <5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

-- - -

ｳﾈﾀｹ属ｳﾐｱｻﾞﾐ科

-

0% ｳﾐｱｻﾞﾐ科

0%

-

12.6m

特になし 特になし特記事項
高波浪により一部のサンゴが
埋没。

特になし
高波浪により一部のサンゴが
埋没。

周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。
岩盤上に砂の堆積あり。

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0% 0% <5%

- -

<5% <5%

藻
場

0% 0% 0% 0%

10% 40% 20% 30% 30%

60,55 - - 190,90,80,25 － 23

Ⅰ Ⅰ

0 0

ⅤⅤ Ⅴ Ⅴ Ⅱ Ⅴ Ⅴ

<5%

サ
ン
ゴ
類

<5% <5% <5% 10% <5%

Ⅰ Ⅰ ⅠⅠ浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

砂、巨礫 岩盤、小礫底質概観 大礫、岩盤 巨礫、岩盤 岩盤、砂礫 岩盤、巨礫

水深 13.9m 17.0m 15.9m 2.7m 16.3m 4.6m

調査日 令和3年10月2日 令和3年10月2日 令和3年10月2日 令和3年10月5日 令和3年10月2日 令和3年10月6日

調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7

Ⅰ

主な出現種

主な出現種

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

0% 0%

Ⅰ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ﾉｳｻﾝｺﾞ属

0 0

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

Ⅰ

ﾉｳｻﾝｺﾞ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

-

0

令和3年10月2日

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

巨礫、砂

<5%

0

Ⅰ

-

40%

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

微小紅藻類

0%

0%

-

Ⅰ(なし)

周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

微小紅藻類

0

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

Ⅰ

30%

主な出現種

海
藻
草
類

主な出現種

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｿｿﾞ属
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表-6.12.25（2） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：秋季） 

被度

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

5% 20% 10% 10% 10% 15% 15%

<5% 10% <5% 5% 5% 5% 10%

<5% 5% <5% <5% <5% <5% 5%

被度

<5% <5%

被度

<5% <5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

0% <5% <5%ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

- ｳﾈﾀｹ属

0%

特になし 特になし
周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。

特になし特記事項 特になし 特になし
気泡を持ったﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属を確
認。

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害
Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0 0

0%

0

-

0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0

-

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属- - -

<5%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属 ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

15% 20%

50,25 130,80,70,50,40 －－

Ⅰ Ⅰ

0 0 0

Ⅰ Ⅰ Ⅰ

0 0

Ⅴ Ⅴ

<5% 5% <5%

Ⅴ Ⅱ Ⅴ

サ
ン
ゴ
類

<5% <5% <5% <5%

Ⅴ Ⅴ

0 0

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ浮泥堆積状況 Ⅱ Ⅰ

岩盤、砂砂、巨礫 巨礫、砂 巨礫、砂 岩盤、小礫 岩盤、砂礫 岩盤底質概観

13.6m 4.6m 8.5m 6.8m 4.5m

令和3年10月2日 令和3年10月7日 令和3年10月2日 令和3年10月2日 令和3年10月7日

St.11 St.12 St.13 St.14St.10調査地点 St.8 St.9

調査日 令和3年10月2日 令和3年10月2日

水深 16.4m 12.4m

主な出現種

主な出現種

藻
場

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｷｸﾒｲｼ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

Ⅰ

－

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

-

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

Ⅰ

－

30%

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

-

0%

0%

-

0%

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

100,50

30%

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

0%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

30%

0% 0%

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

30%

ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ科

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

40%

-

<5%

0%

主な出現種

海
藻
草
類

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属

主な出現種

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属
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表-6.12.25（3） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：秋季） 

被度

<5% 15% 35% 5% 15% <5% 5%

<5% <5% <5% <5% 15% <5% 5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% 5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

<5% 5% 5% 15% 10% 10% 20%

<5% 5% 5% <5% 5% 10% 5%

<5% 5% 5% <5% <5% <5% <5%

被度

<5%

被度

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

- - -

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0%

主な出現種

30%

特になし 特になし
局所的に高被度なﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘ
ｲｼ群集あり。

特になし特記事項 特になし ｱｵｳﾐｶﾞﾒ1個体を確認。 ｵﾆﾋﾄﾃﾞと思われる食痕あり。

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害
Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

0 0 0 0 0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0

0% 0%

藍藻綱

0%

ｲﾜﾉｶﾜ科

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属

ｲﾎﾞｻﾝｺﾞ属

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属

0% 0% 0%

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

0%

--藻
場

-

主な出現種

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

40%

ｿｿﾞ属

150,120,50,40 40,30,30,30 －－

Ⅱ Ⅱ Ⅰ

0

Ⅴ Ⅲ Ⅱ Ⅴ

0

40% 10% 40% 5% 20%

0 0 0 0

サ
ン
ゴ
類

<5% 20%

Ⅴ

ⅠⅠ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ浮泥堆積状況

岩盤 岩盤 岩盤底質概観 砂、大礫 岩盤 岩盤 岩盤、大礫

15.9m15.3m 9.0m 1.7m 10.3m 4.4m 9.9m水深

令和3年10月3日 令和3年10月7日 令和3年10月3日 令和3年10月3日令和3年10月2日 令和3年10月2日 令和3年10月7日調査日

St.16 St.17 St.18 St.19 St.20 St.21調査地点 St.15

ｷｸﾒｲｼ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

藍藻綱

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

Ⅰ

5%

0%

-

0%

-

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

Ⅱ

0

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

150,130,130,100,100100,80,40,40,20

20% 25%

0% <5%

0%

-

-

0%

-

ｵﾊﾞｸｻ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(枝状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

微小紅藻類

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

Ⅰ

110

25%

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

微小紅藻類

30%

主な出現種

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

主な出現種

海
藻
草
類

ｲﾜﾉｶﾜ科

-

-

 



 

 

資
 
6
-
1
2
-
1
4
9
 

表-6.12.25（4） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：秋季） 

被度

10% 10% <5% 40% 5% 40% 35%

5% 5% <5% <5% <5% <5% 5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

10% 5% 20% 20% 30% 15% 5%

<5% <5% 10% 5% 5% 5% <5%

<5% <5% <5% <5% 5% <5% <5%

被度

<5%

被度

<5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

0%

主な出現種

--

0% 0% 0%

藻
場

0%

0% 0%

主な出現種

特になし 特になし
食害と思われる群体を確認。
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科の加入群体を複数
確認。

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属に魚による食害を確
認。

特になし 特になし特記事項 特になし

Ⅰ(なし)Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害
Ⅰ(なし)

0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0%0% 0% 0% <5%

-

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属ｿｿﾞ属

20%15%

250,200,180,100,100140,120,120,80,60 120,80,60,40 200,200,150,130,100

Ⅱ Ⅱ ⅡⅡ

000 0 0 1

Ⅰ

ⅡⅤ ⅤⅡ

45%

Ⅴ

30% 15% 10% 45% 10% 45%

サ
ン
ゴ
類

Ⅰ Ⅰ Ⅰ浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤底質概観 岩盤 岩盤、砂

2.7m 3.8m11.3m水深 7.2m 14.3m 17.4m 3.1m

令和3年10月3日 令和3年10月3日調査日 令和3年10月3日 令和3年10月3日 令和3年10月4日 令和3年10月3日 令和3年10月3日

St.27 St.28調査地点 St.22 St.23 St.24 St.25 St.26

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

微小紅藻類

ﾊｲｵｵｷﾞ属

-

30%

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾉｳｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

藍藻綱

ｲﾜﾉｶﾜ科

Ⅰ

－

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) ｻｻﾞﾅﾐｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

Ⅰ

80,10

40%

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

1

Ⅱ

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

微小紅藻類

ｿｿﾞ属

-

0%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

微小紅藻類

ｵﾊﾞｸｻ属

310,130,130,120,110

30%

-

30%

藍藻綱

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｲﾜﾉｶﾜ科

60%

Ⅴ

微小紅藻類

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

主な出現種

主な出現種

海
藻
草
類

-

-

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

-

ｳﾐｱｻﾞﾐ科

<5%

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

-
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表-6.12.25（5） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：秋季） 

被度

5% <5% 40% <5% 10%

<5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

15% 25% <5% 20% 15%

5% 5% <5% 5% 5%

<5% <5% <5% <5% <5%

被度

被度

<5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

-ｳﾐｱｻﾞﾐ科

0%0%

主な出現種

海
藻
草
類

0%

-

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

微小紅藻類

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｿｿﾞ属

30%

Ⅱ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属(被覆状)

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(被覆状)

ｿｿﾞ属

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

0

Ⅱ

250,200,150,100,90

0%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

80,60,45,30,20

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾊｲｵｵｷﾞ属

0%

-

主な出現種

調査地点 St.29 St.30 St.31 St.32 St.33

令和3年10月6日 令和3年10月6日調査日 令和3年10月3日 令和3年10月3日 令和3年10月3日

14.3m 9.1m 2.3m6.1m水深 10.4m

底質概観 岩盤 岩盤、小礫 岩盤、砂 岩盤、砂 岩盤、小礫

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

10% 5% 45% 5%

Ⅱ Ⅴ Ⅱ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

Ⅱ

20%

00 0 0

サ
ン
ゴ
類

ⅠⅡ Ⅱ Ⅱ

75,30,15,15,15 120 110,110,35,10

30%

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

30% 40% 10%

微小紅藻類 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

0%

主な出現種

0%

藻
場

--

0%

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害

特になし
1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞが多数
あり。

周辺は小礫や砂。特記事項 特になし 特になし

<5%

主な出現種

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

--

0%

 



 

 

資
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-
1
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-
1
5
1
 

表-6.12.26（1） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（ROV 方式：秋季） 

被度

主な出現種 ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 5～25% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% 特になし ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5%

ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属 <5% ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 <5% ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｷｸﾒｲｼ属 <5%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) <5% ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 <5% ｷｸﾒｲｼ属 <5% ｺﾏﾙｷｸﾒｲｼ属 <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

主な出現種 ﾌﾀｴｵｵｷﾞ 5～25% ﾌﾀｴｵｵｷﾞ 5～25% 藍藻綱 5～25% 藍藻綱 5～25% 藍藻綱 <5% 特になし ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属 <5%

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属 5～25% 藍藻綱 <5% ﾌﾀｴｵｵｷﾞ <5% ﾌﾀｴｵｵｷﾞ <5% ﾌﾀｴｵｵｷﾞ <5% 微小紅藻類 <5%

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5%

被度

主な出現種

被度

主な出現種 ｳﾈﾀｹ属 <5% ｳﾈﾀｹ属 <5%

注) 1．水深は、T.M.S.L（東京湾平均海面）表示。
    2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」
    3．底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：0%、5%未満、5%以上25%未満、25%以上50%未満、50%以上75%未満、75%以上100%で表示。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。流れ藻がほとんど
で着生している海藻はない。

砂地に点在する大礫上にサン
ゴがわずかに生息する。海藻
の生育も少ない。

特記事項

塊状や被覆状のサンゴ群体が
目立つ。所々にテーブル状ミ
ドリイシ属が見られる。海藻
類は礫上に生育。

特になし

サンゴ類が生息するのは、点
在する巨礫にわずかに着生す
るのみ。被覆状群体が優占す
る。海藻類は巨礫上で疎らに
みられるのみ。

着生基盤が少ないためサンゴ
類は少ない。サンゴ類が生息
するのは、点在する巨礫にわ
ずかに着生するのみ。アカエ
イ科が遊泳。

着生基盤が少ないためサンゴ
類は少ない。生息するサンゴ
類は被覆状の群体が多い。コ
ロダイが遊泳。

0 0

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0

0

--

<5%

- - - -

--

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0 0 <5% 0 0

5～25%

藻
場

0 0 0 0 0 0 0

-

なし

Ⅰ Ⅰ

海
藻
草
類

50～75% 5～25% 5～25% 5～25% 5～25% 0

なし なし なし なし なし

0 0 0

Ⅰ

Ⅴ

<5%

Ⅰ

Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ

Ⅰ

5～25% <5% <5% <5% <5%0%

23.1m

底質概観 大礫・砂 砂礫・大礫 砂礫・巨礫 砂礫・巨礫 砂礫・巨礫 砂 砂・大礫

水深 17.5m 28.6m 29.1m 23.1m 29.6m 27.5m

R6 R7

令和3年11月3日 令和3年11月3日

R4 R5

令和3年11月3日 令和3年11月3日調査日 令和3年11月3日 令和3年11月3日 令和3年11月3日

調査地点 R1 R2 R3

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ

0 0

Ⅰ

Ⅰ Ⅰ

-

- -

Ⅰ

0 0

サ
ン
ゴ
類

-

Ⅰ

40,50,80,90,90(推定値)

 



 

 

資
 
6
-
1
2
-
1
5
2
 

表-6.12.26（2） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（ROV 方式：秋季） 

被度

主な出現種 特になし 特になし ｷｸﾒｲｼ属 　<5% 特になし

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 　<5%

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 　<5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

主な出現種 特になし 特になし ﾌﾀｴｵｵｷﾞ 5～25% 特になし

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属 5～25%

微小紅藻類 5～25%

被度

主な出現種

被度

主な出現種

注) 1．水深は、T.M.S.L（東京湾平均海面）表示。
    2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」
    3．底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：0%、5%未満、5%以上25%未満、25%以上50%未満、50%以上75%未満、75%以上100%で表示。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

特記事項

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。流れ藻はわずかに
みられるが、基盤がないため
着生なし。

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。アナゴ科が砂地で
見られる。

砂地が広がっており、点在す
る転石にサンゴが付着してい
る。

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。流れ藻はみられる
が、着生していない。

Ⅰ

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

-

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0 0 0 0

--

海
藻
草
類

0 0 5～25% 0

藻
場

0 0 0 0

0

なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ

0

Ⅰ Ⅰ

- - Ⅴ -

0 0 0

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

底質概観

0 0 　<5%

水深 27.0m 25.0m 24.1m 26.0m

砂 砂 砂礫・大礫 砂

調査日 令和3年11月3日 令和3年11月3日 令和3年11月3日 令和3年11月3日

調査地点 R8 R9 R10 R11

サ
ン
ゴ
類

-

-

-

- -
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表-6.12.24（1） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：冬季） 

被度

<5% <5% <5% 10% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

5% 10% 10% 10% 10% 10% 30%

<5% <5% 5% 5% 5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

被度

<5% <5% <5% <5% <5%

被度

<5% <5% <5%

<5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

ｵﾊﾞｸｻ属 ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 -

<5%

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｿｿﾞ属

主な出現種

主な出現種

海
藻
草
類

Ⅰ

40%

0

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｲﾜﾉｶﾜ科

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

Ⅰ(なし)

周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

微小紅藻類

<5%

<5%

0

Ⅰ

-

25%

0

令和3年12月21日

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

巨礫、砂

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ﾉｳｻﾝｺﾞ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 )ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

Ⅰ

- ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類）

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

Ⅰ Ⅰ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾉｳｻﾝｺﾞ属

0 0

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

主な出現種

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

<5% 0%

調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7

調査日 令和3年12月11日 令和3年12月21日 令和3年12月21日 令和3年12月11日 令和3年12月21日 令和3年12月11日

水深 13.9m 17.0m 15.9m 2.7m 16.3m 4.6m

底質概観 大礫、岩盤 巨礫、岩盤 岩盤、砂礫 岩盤、巨礫 砂、巨礫 岩盤、小礫

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ ⅠⅠ

サ
ン
ゴ
類

<5% <5% <5% 10% <5% <5%

Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅱ Ⅴ Ⅴ

0 0

Ⅴ

Ⅱ Ⅱ

70,60 - - 160,90,60,30 － 25

10% 20% 20% 30% 20%

藻
場

0% <5% <5% <5%

主な出現種

ｶﾀﾄｻｶ属

0% <5%

- -

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0% 0% <5%

0 0 0

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

特記事項 特になし 特になし

高波浪により一部のサンゴが
埋没。
ﾈｺｻﾞﾒを確認。
周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。

周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。

特になし 特になし

12.6m

-

ｳﾐｱｻﾞﾐ科 ｳﾐｱｻﾞﾐ科

0%

-

 



 

 

資
 
6
-
1
2
-
1
5
4
 

表-6.12.24（2） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：冬季） 

被度

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

<5% 20% 10% 10% 10% 15% 15%

<5% <5% 5% 5% 5% 5% 10%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

被度

<5% <5% 5% <5% <5% <5%

被度

<5% <5% <5% <5%

<5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ｷｸﾒｲｼ属

主な出現種

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属(被覆状)

主な出現種

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

海
藻
草
類

<5%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｿｿﾞ属

40%

<5%

30%

<5% 0%

ｼﾜﾔﾊｽﾞ

30%

<5%

ｳﾐｱｻﾞﾐ科

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

50,20,15

25%

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ｲﾎﾞｻﾝｺﾞ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

Ⅰ

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

<5%

0%

-

<5%

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

Ⅰ

－

25%

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

Ⅰ

－

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝｺﾞ属

ｷｸﾒｲｼ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

主な出現種

主な出現種

藻
場

St.8 St.9

調査日 令和3年12月21日 令和3年12月21日

水深 16.4m 12.4m

St.10調査地点 St.11 St.12 St.13 St.14

令和3年12月21日 令和3年12月21日 令和3年12月21日 令和3年12月9日 令和3年12月21日

13.6m 4.6m 8.5m 6.8m 4.5m

底質概観 砂、巨礫 巨礫、砂 巨礫、砂 岩盤、小礫 岩盤、砂礫 岩盤 岩盤、砂

浮泥堆積状況 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

サ
ン
ゴ
類

<5% <5% <5% <5%

Ⅴ Ⅴ

0 0

<5% 5% <5%

Ⅴ Ⅱ ⅤⅤ Ⅴ

0 00 0 0

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

－ 55．35,30 60,60,40,30 －

10% 20%

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

ﾊｲｵｵｷﾞ属 ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類) ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

5%

-ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属

0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0

0%

0

-

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

特記事項 特になし 特になし 特になし ﾊﾅﾔﾅｷﾞ<5% 特になし
周囲に1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞ
あり。

特になし

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

<5%

- ｳﾈﾀｹ属

0% <5% <5%

ｳﾐｱｻﾞﾐ科ｳﾐｱｻﾞﾐ科 ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ科
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表-6.12.24（3） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：冬季） 

被度

<5% 15% 35% 5% 15% <5% 5%

<5% <5% <5% <5% 15% <5% 5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% 5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

10% 10% 20% 20% 10% 10% 10%

5% 5% 5% 5% 5% 10% 5%

<5% <5% 5% <5% <5% <5% <5%

被度

<5%

被度

<5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

-

ｵﾊﾞｸｻ属

ｳﾐｱｻﾞﾐ科

主な出現種

海
藻
草
類

主な出現種

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

220,120,110,30

微小紅藻類

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

30%35%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(枝状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾊｲｵｵｷﾞ属

Ⅴ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

0%

-

Ⅰ

100

30%

0%

-

20%

Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

180,130,130,120,100

<5%

0%

-

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ｷｸﾒｲｼ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

藍藻綱

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

Ⅰ

25%

調査地点 St.15 St.16 St.17 St.18 St.19 St.20 St.21

調査日 令和3年12月9日 令和3年12月9日 令和3年12月9日 令和3年12月9日 令和3年12月9日 令和3年12月9日 令和3年12月9日

水深 15.3m 9.0m 1.7m 10.3m 4.4m 9.9m 15.9m

底質概観 砂、大礫 岩盤 岩盤 岩盤、大礫 岩盤 岩盤 岩盤

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

サ
ン
ゴ
類

<5% 20%

Ⅴ

40% 10% 40% 5% 20%

0 0 0 0

Ⅲ Ⅱ Ⅴ

0 0

Ⅱ Ⅱ Ⅰ

－ 120,115,45,30,20 100,100,30,35,20

20%

ｿｿﾞ属

－

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｲﾜﾉｶﾜ科

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属藍藻綱 ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

-

0% 0%

- -

主な出現種

0%

藻
場

ﾊﾅｶﾞﾀｻﾝｺﾞ属

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属

0% <5% 0%

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

ﾊﾏｻﾝｺﾞ属

ｲﾎﾞｻﾝｺﾞ属

ｱﾅｻﾝｺﾞ属

ﾊｲｵｵｷﾞ属

微小紅藻類

-

ｲﾜﾉｶﾜ科

藍藻綱

0%

-

0

0% 0%

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0 0

Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害
Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

特記事項 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし
局所的に高被度なﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘ
ｲｼ群集あり。

枠外にﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺ（2m）あ
り。

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

主な出現種

30%

- -

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0%

-
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表-6.12.24（4） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：冬季） 

被度

10% 10% 5% 40% 5% 40% 35%

5% 5% <5% <5% <5% <5% 5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

5% 5% 15% 20% 10% 10% 5%

5% <5% 5% 10% 5% 5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

被度

<5% <5% <5%

被度

<5%

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

- ｵﾊﾞｸｻ属

ｶﾀﾄｻｶ属-

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

0%

-

-

主な出現種

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

海
藻
草
類

主な出現種

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

微小紅藻類

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

<5%

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

40%

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

25%40%

藍藻綱

Ⅴ

ｵﾊﾞｸｻ属

Ⅰ

ｵﾊﾞｸｻ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

0

Ⅱ Ⅱ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

-

微小紅藻類

ｿｿﾞ属

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

微小紅藻類

ｷｸﾒｲｼ属

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

Ⅰ

60,60

30%

Ⅴ

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾉｳｻﾝｺﾞ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

藍藻綱

ｲﾜﾉｶﾜ科

Ⅰ

0%

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(樹枝状)

微小紅藻類

ﾊｲｵｵｷﾞ属

Ⅴ

15%

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

25%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

St.26 St.28調査地点 St.22 St.23 St.24 St.25 St.27

令和3年12月9日 令和3年12月11日 令和3年12月11日 令和3年12月11日 令和3年12月11日 令和3年12月11日調査日 令和3年12月9日

水深 7.2m 14.3m 17.4m 3.1m 11.3m 2.7m 3.8m

岩盤、砂 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤底質概観 岩盤 岩盤

Ⅰ Ⅰ Ⅰ浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

サ
ン
ゴ
類

30% 15% 15% 45% 10% 45%

Ⅱ

45%

Ⅱ

0 0 0 1 00

Ⅱ ⅡⅠ Ⅱ

55,50 200,200,130,120,90－ 160,150,150,140,110150,150,120,100,100120,110,90,90,75

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属ｿｿﾞ属

20%

-

0% <5% 0% <5%

-

<5%0%

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0 0ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)

特記事項 特になし 特になし 岩盤の周辺は小礫、砂。
食害と思われる群体を確認。
ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科の加入群体を複数
確認。

特になし 特になし 特になし

主な出現種

0% 0%

藻
場

0%

-

0%

主な出現種

-

0%
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表-6.12.24（5） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（スポット法：冬季） 

被度

5% <5% 40% <5% 10%

5% <5% <5% <5% <5%

<5% <5% <5% <5% <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

10% 25% <5% 10% 25%

5% 5% <5% 10% 5%

<5% <5% <5% <5% <5%

被度

被度

注) 1．水深は、標高表示。
　  2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に(厚く)堆積している」
    3．底質：岩盤、転石(等身大以上)、巨礫(等身大～人頭大)、大礫(人頭大～こぶし大)、小礫(こぶし大～米粒大)、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：<5%、それ以上を5%ピッチで示す。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ(枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

--

主な出現種

海
藻
草
類

0%

-

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ属

微小紅藻類

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｿｿﾞ属

40%

Ⅱ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ属(被覆状)

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

-

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾆｵｳﾐﾄﾞﾘｲｼ属(被覆状)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ(被覆状)

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ｿｿﾞ属

0

Ⅱ

250,200,150,100,100

0%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属

ﾏﾙｷｸﾒｲｼ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

80,50,45,30,25

-

Ⅱ

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類)

ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ属(被覆状)

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属

主な出現種

調査地点 St.29 St.30 St.31 St.32 St.33

令和3年12月11日 令和3年12月11日調査日 令和3年12月11日 令和3年12月6日 令和3年12月6日

14.3m 9.1m 2.3m6.1m水深 10.4m

底質概観 岩盤 岩盤、小礫 岩盤、砂 岩盤 岩盤、小礫

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

15% 5% 45% 5%

Ⅱ Ⅴ Ⅱ

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)

Ⅱ

20%

00 0 0

サ
ン
ゴ
類

Ⅰ Ⅰ Ⅱ

200,70,70 110,110,80,60,40

30%

60,30,15

ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属

ﾌﾀｴｵｵｷﾞ属

20% 40% 10%

微小紅藻類 ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属

0% 0%

藻
場

0%

主な出現種

0%

ﾊｲｵｵｷﾞ属

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0

Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし) Ⅰ(なし)
ｻﾝｺﾞ食巻貝類による

ｻﾝｺﾞ類の食害

部分死群体あり。
1mを超えるﾃｰﾌﾞﾙ状ｻﾝｺﾞが多数
あり。

周辺は小礫や大礫、砂。特記事項 特になし 特になし

0%

主な出現種

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

--

0%

--

0%0%
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表-6.12.25（1） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（ROV 方式：冬季） 

被度

主な出現種 ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 5～25% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5% 特になし ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5%

ﾉｳｻﾝｺﾞ属 <5% ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ属 <5% ｽﾘﾊﾞﾁｻﾝﾝｺﾞ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ｷｸﾒｲｼ属 <5%

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状) <5% ｷｸﾒｲｼ属 <5% ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 <5% ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 <5% ｷｸﾒｲｼ属 <5% ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 <5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

主な出現種 ﾌﾀｴｵｵｷﾞ 5～25% 藍藻綱 5～25% 藍藻綱 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類5～25% 藍藻綱 <5% 特になし ﾌﾀｴｵｵｷﾞ 5～25%

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類5～25% ﾌﾀｴｵｵｷﾞ <5% ﾌﾀｴｵｵｷﾞ <5% 藍藻綱 <5% ﾌﾀｴｵｵｷﾞ <5% 微小紅藻類 <5%

ﾔﾊｽﾞｸﾞｻ属 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5% 微小紅藻類 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5% ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類 <5%

被度

主な出現種

被度

主な出現種 ｳﾈﾀｹ属 <5% ｳﾈﾀｹ属 <5%

ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ科 <5%

注) 1．水深は、T.M.S.L（東京湾平均海面）表示。
    2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」
    3．底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：0%、5%未満、5%以上25%未満、25%以上50%未満、50%以上75%未満、75%以上100%で表示。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

サ
ン
ゴ
類

-

Ⅰ Ⅰ Ⅰ

-

- -

Ⅰ Ⅰ

Ⅰ

0 0 0

調査地点 R1 R2 R3

浮泥堆積状況 Ⅰ

調査日 令和3年12月5日 令和3年12月3日 令和3年12月3日 令和3年12月5日 令和3年12月5日

R4 R5

令和3年12月5日 令和3年12月5日

R6 R7

水深 17.9m 23.4m 30.2m 25.0m 32.8m 29.1m 23.6m

底質概観 大礫・砂 砂礫・大礫 砂礫・巨礫 砂礫・巨礫 砂礫・巨礫 砂 砂・大礫

Ⅰ

5～25% 　<5% 　<5% 　<5% 　<5%

Ⅰ Ⅰ

0

0

Ⅰ

Ⅴ

　<5%

Ⅰ

Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ

0

なし なし なし なし なし

0 0

60(推定値)

Ⅰ Ⅰ

海
藻
草
類

25～50% 5～25% 5～25% 5～25% 5～25% 0 5～25%

藻
場

0 0 0 0 0 0 0

-

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0 0 <5% 0 0 0

--

<5%

- - - -

--

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0 0 0 0

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ - Ⅰ

特記事項

塊状や被覆状のサンゴ群体が
目立つ。所々にテーブル状ミ
ドリイシ属が見られる。海藻
類は礫上に生育。

特になし

サンゴ類が生息するのは、点
在する巨礫にわずかに着生す
るのみ。被覆状群体が優占す
る。海藻類は巨礫上で疎らに
みられるのみ。

着生基盤が少ないためサンゴ
類は少ない。サンゴ類が生息
するのは、点在する巨礫にわ
ずかに着生するのみ。

砂地が広がり、着生基盤が少
ないためサンゴ類は少ない。
コロダイが遊泳。

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。

砂地に点在する大礫上にサン
ゴがわずかに生息する。アカ
エイ科の魚類が遊泳。

90,80,60,60,40(推定値)
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表-6.12.25（2） サンゴ類・海藻草類分布調査結果（ROV 方式：冬季） 

被度

主な出現種 特になし 特になし ｷｸﾒｲｼ属 　<5% 特になし

ﾊﾅｶﾞｻｻﾝｺﾞ属 　<5%

ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 　<5%

成育型

白化段階

加入度

ﾐﾄﾞﾘｲｼ属(ﾃｰﾌﾞﾙ状)の
ｻｲｽﾞ上位5群体(cm)

被度

主な出現種 特になし 特になし ﾌﾀｴｵｵｷﾞ 5～25% 特になし

ｻﾝｺﾞﾓ目(無節ｻﾝｺﾞﾓ類5～25%

微小紅藻類 5～25%

被度

主な出現種

被度

主な出現種

注) 1．水深は、T.M.S.L（東京湾平均海面）表示。
    2．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」
    3．底質：岩盤、転石（等身大以上）、巨礫（等身大～人頭大）、大礫（人頭大～こぶし大）、小礫（こぶし大～米粒大）、砂礫、砂、砂泥、泥
    4．被度：0%、5%未満、5%以上25%未満、25%以上50%未満、50%以上75%未満、75%以上100%で表示。
    5．ｻﾝｺﾞ類成育型：Ⅰ（枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占）、Ⅱ(ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ優占)、Ⅲ(枝状、ﾃｰﾌﾞﾙ状ﾐﾄﾞﾘｲｼ混生)、Ⅳ(特定類優占)、Ⅴ(多種混成)、Ⅵ(ｿﾌﾄｺｰﾗﾙ優占)
    6．白化の段階：「0：<1%、1：1～10%、2：10～50%、3：50～90%、4：>90%」
    7．ｻﾝｺﾞ加入度 (群体数 / ㎡)：Ⅰ(なし)、Ⅱ(<5群体)、Ⅲ(≧5群体)
    8．ｻﾝｺﾞ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)
    9．St.1～33では目視観察、R1～11ではROV方式で調査を実施した。

サ
ン
ゴ
類

-

-

-

- -

調査地点 R8 R9 R10 R11

調査日 令和3年12月5日 令和3年12月5日 令和3年12月5日 令和3年12月5日

水深 28.2m 27.7m 24.6m 25.7m

砂 砂 砂礫・大礫 砂

浮泥堆積状況 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

底質概観

0 0 <5% 0

Ⅰ Ⅰ

- - Ⅴ -

0 0 0 0

なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ

海
藻
草
類

0 0 5～25% 0

藻
場

0 0 0 0

-

ソ
フ
ト
コ
ー

ラ

ル
類

0 0 0 0

--

ｵﾆﾋﾄﾃﾞの観察個体数 0 0 0 0

ｻﾝｺﾞ食巻貝類による
ｻﾝｺﾞ類の食害

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

特記事項

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。流れ藻はわずかに
みられるが、基盤がないため
着生なし。

砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。

特になし
砂地が広がっており、サン
ゴ、藻類ともにほとんど確認
されない。

Ⅰ
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図-6.12.15（1） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL1）春季
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図-6.12.15（2） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL1）夏季
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図-6.12.15（3） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL1）秋季
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図-6.12.15（4） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL1）冬季 

0

10

20

30

40

50

0

2

4

6

8

10

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

全
体

被
度
(%
)

種
類
数

始点からの距離(m)

被度(%) 種数

サンゴ類

0

20

40

60

80

100

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

全
体

被
度
(%
)

種
類
数

始点からの距離(m)

被度(%) 種数

海藻草類

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

種
類
数

始点からの距離(m)

底生生物

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

種
類
数

始点からの距離(m)

魚 類

：岩盤 ：巨礫 ：大礫 ：小礫

‐1

0

1

2

3

4

5

6

7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

T
P
(m

)

TL1



資 6-12-164 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.12.16（1） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL2）春季 
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図-6.12.16（2） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL2）夏季 
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図-6.12.16（3） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL2）秋季
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図-6.12.16（4） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL2）冬季 
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図-6.12.17（1） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL3）春季 
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図-6.12.17（2） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL3）夏季 
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図-6.12.17（3） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL3）秋季
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図-6.12.17（4） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL3）冬季 
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図-6.12.18（1） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL4）春季

0

10

20

30

40

50

0

2

4

6

8

10

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

全
体
被
度

(%
)

種
類
数

始点からの距離(m)

被度(%) 種数

サンゴ類

0

20

40

60

80

100

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

全
体
被
度

(%
)

種
類
数

始点からの距離(m)

種数 種数

海藻草類

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

種
類
数

始点からの距離(m)

底生生物

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

種
類
数

始点からの距離(m)

魚 類

：巨礫 ：大礫 ：小礫

‐1

1

3

5

7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

T
P
(m

)

TL4



資 6-12-173 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.12.18（2） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL4）夏季
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図-6.12.18（3） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL4）秋季
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図-6.12.18（4） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL4）冬季
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図-6.12.19（1） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL5）春季
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図-6.12.19（2） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL5）夏季
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図-6.12.19（3） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL5）秋季
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図-6.12.19（4） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL5）冬季 
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図-6.12.20（1） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL6）春季
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図-6.12.20（2） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL6）夏季
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図-6.12.20（3） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL6）秋季

0

10

20

30

40

50

0

2

4

6

8

10

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

全
体
被

度
(%
)

種
類

数

始点からの距離(m)

被度(%) 種数

サンゴ類

0

20

40

60

80

100

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

全
体

被
度

(%
)

種
類
数

始点からの距離(m)

被度(%) 種数

海藻草類

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

種
類
数

始点からの距離(m)

底生生物

0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

種
類
数

始点からの距離(m)

魚 類

：砂 ：岩盤 ：小礫

‐1

1

3

5

7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

T
P
(m

)

TL6



資 6-12-183 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.12.20（4） 調査測線の断面模式図（潮間帯生物ライン調査：TL6）冬季
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図-6.12.21（1） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL1）春季
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図-6.12.21（2） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL1）夏季 
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図-6.12.21（3） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL1）秋季
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図-6.12.21（4） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL1）冬季 
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図-6.12.22（1） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL2）春季
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図-6.12.22（2） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL2）夏季
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図-6.12.22（3） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL2）秋季
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図-6.12.22（4） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL2）冬季 
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図-6.12.23（1） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL3）春季
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図-6.12.23（2） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL3）夏季

-30

-25

-20

-15

-10

-5

0
0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000

水
深

(m
)

始点からの距離(m)CL3

調査測線距離：1890m

0

20

40

60

80

100

0

10

20

30

40

50

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000

全
体
被

度
(%
)

種
類

数

始点からの距離(m)

被度(%) 種数

サンゴ類

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000

全
体
被

度
(%
)

種
類

数

始点からの距離(m)

被度(%) 種数

海藻草類

0

10

20

30

40

50

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000

種
類
数

始点からの距離(m)

底生生物

0

10

20

30

40

50

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000

種
類

数

始点からの距離(m)

魚 類

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：大礫 ：小礫 ：砂



資 6-12-194 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.12.23（3） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL3）秋季

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：大礫 ：小礫 ：砂
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図-6.12.23（4） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL3）冬季 

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：大礫 ：小礫 ：砂
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図-6.12.24（1） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL4）春季

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：大礫 ：小礫 ：砂 ：岩盤・巨礫
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図-6.12.24（2） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL4）夏季

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：大礫 ：小礫 ：砂 ：岩盤・巨礫
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図-6.12.24（3） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL4）秋季

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：大礫 ：小礫 ：砂 ：岩盤・巨礫
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図-6.12.24（4） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL4）冬季 

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：大礫 ：小礫 ：砂 ：岩盤・巨礫
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図-6.12.25（1） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL5）春季

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：砂
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図-6.12.25（2） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL5）夏季

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：砂
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図-6.12.25（3） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL5）秋季

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：砂
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図-6.12.25（4） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL5）冬季 

：岩盤 ：転石 ：巨礫 ：砂
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図-6.12.26（1） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL6）春季

：岩盤 ：転石 ：巨礫
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図-6.12.26（2） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL6）夏季

：岩盤 ：転石 ：巨礫
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図-6.12.26（3） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL6）秋季

：岩盤 ：転石 ：巨礫
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図-6.12.26（4） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL6）冬季 

：岩盤 ：転石 ：巨礫
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図-6.12.27（1） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL7）春季

：岩盤 ：転石 ：巨礫
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図-6.12.27（2） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL7）夏季

：岩盤 ：転石 ：巨礫
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図-6.12.27（3） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL7）秋季

：岩盤 ：転石 ：巨礫
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図-6.12.27（4） 調査測線の断面模式図（サンゴ類・海藻草類ライン調査：CL7）冬季 

：岩盤 ：転石 ：巨礫

-30

-25

-20

-15

-10

-5

0
0 100 200 300 400 500

水
深

(m
)

始点からの距離(m)CL7

調査測線距離：450m

0

20

40

60

80

100

0

10

20

30

40

50

0 100 200 300 400 500

全
体

被
度
(%
)

種
類

数

始点からの距離(m)

被度(%) 種数

サンゴ類

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0 100 200 300 400 500

全
体
被

度
(%
)

種
類

数

始点からの距離(m)

被度(%) 種数

海藻草類

0

10

20

30

40

50

0 100 200 300 400 500

種
類
数

始点からの距離(m)

底生生物

0

10

20

30

40

50

0 100 200 300 400 500

種
類
数

始点からの距離(m)

魚 類



資 6-12-212 

図-6.12.28（1） 重要な種の確認位置（底生動物） 

※重要な種の保護の観点から、
確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（2） 重要な種の確認位置（底生動物） 

  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（3） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（4） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（5） 重要な種の確認位置（底生動物） 

  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（6） 重要な種の確認位置（底生動物） 

  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（7） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（8） 重要な種の確認位置（底生動物） 

  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（9） 重要な種の確認位置（底生動物） 

  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（10） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（11） 重要な種の確認位置（底生動物） 

※重要な種の保護の観点から、
確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（12） 重要な種の確認位置（底生動物） 

  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（13） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（14） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（15） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（16） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（17） 重要な種の確認位置（底生動物） 

※重要な種の保護の観点から、
確認位置については表示しておりません



資 6-12-229 

 

図-6.12.28（18） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません



資 6-12-230 

 

図-6.12.28（19） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（20） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（21） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（22） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（23） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（24） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（25） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（26） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（27） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（28） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（29） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（30） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（31） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（32） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（33） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（34） 重要な種の確認位置（底生動物）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません
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図-6.12.28（35） 重要な種の確認位置（底生動物） 

※重要な種の保護の観点から、
確認位置については表示しておりません
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図-6.12.29（1） 重要な種の確認位置（魚類）  

※重要な種の保護の観点から、 
　 確認位置については表示しておりません




